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消
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子
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三
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野
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三
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消
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団

 

副
分
団
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後　
　
　

治
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中

野
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司

加
西
市
消
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分
団
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上

敏

幸
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副
団
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幸

生

養
父
市
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団

 

副
団
長　

西

谷

洋

一

丹
波
市
消
防
団

 

副
団
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近
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憲

生
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松

本

吉

広

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

 

副
団
長　

出

口

智

康

　

平
成
二
一
年
度
日
本
消
防
協
会
定

例
表
彰
式
が
、
二
月
一
〇
日
（
水
）

午
後
一
時
よ
り
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
、
消
防
殉
職
者
に
対
す

る
黙
祷
に
続
き
、
片
山
日
本
消
防
協

会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
会
長
か
ら
受

章
代
表
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、総
務
大
臣
の
祝
辞
、

受
章
者
代
表
謝
辞
が
あ
り
、
万
歳
三

唱
に
よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
三
田
市
消
防
団
（
関

山
巧
団
長
）
が
、
本
県
で
一
〇
年
ぶ

り
、
六
団
体
目
の
受
章
と
な
る
消
防

団
最
高
の
栄
誉「
特
別
表
彰
ま
と
い
」

を
受
章
し
ま
し
た
。

特
別
表
彰
ま
と
い 

一
団

表
彰
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一
団

竿
頭
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三
団

功
績
章 

四
二
名

精
績
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一
〇
四
名

勤
続
章 

一
八
〇
名

　

な
お
、
本
県
の
受
賞
者
・
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）
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別
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彰
ま
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戸
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績
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戸
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団
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神
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司

神
戸
市
垂
水
消
防
団

 

団
長　

佐

藤

博

司
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路
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団
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桑
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路
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網
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消
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分
団
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尼
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団

 

副
団
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内　
　
　

進

明
石
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消
防
団

 

分
団
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石

川

三

郎

西
宮
市
消
防
団

 

分
団
長　

清　
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清

洲
本
市
消
防
団

 

副
団
長　

中

原

章

晴

芦
屋
市
消
防
団

 

分
団
長　

森　

岡　
　
　

忍

伊
丹
市
消
防
団

 

班
長　

矢

野

幸

男

朝
来
市
消
防
団

 

副
団
長　

小　

山　
　
　

泉

淡
路
市
消
防
団

 

団
長　

向

内

良

夫

宍
粟
市
消
防
団

 

団
員　

伊

野

雄

一

た
つ
の
市
消
防
団

 

分
団
長　

田　

中　
　
　

稔

加
東
市
消
防
団

 

副
団
長　
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志
津
雄

猪
名
川
町
消
防
団

 

団
員　

吉

田

道

雄

多
可
町
消
防
団

 

副
団
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念

一

裕

稲
美
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防
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団
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田
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日
出
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上
郡
町
消
防
団

 

団
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佐
用
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徹
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温
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司
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神
戸
市
北
消
防
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岡
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志
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敏　

彦
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防
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長　

武

田

佳
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〃　
　

尾

崎

広

幸

 

　

〃　
　

岡

田

哲

典

 

　

〃　
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川

健

作

朝
来
市
消
防
団

 

分
団
長　

清

水

雅

彦

 

　

〃　
　

足

立

守

広

淡
路
市
消
防
団

 

副
団
長　

沖　
　
　

政　

治

 

　

〃　
　

高　
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宏

 

　

〃　
　

森　
　
　

義　

也

 

　

〃　
　

稲　

本　
　
　

崇

宍
粟
市
消
防
団

 

副
団
長　

渡

辺

達

也

 

　

〃　
　

植　

田　
　

衆

 

分
団
長　

西

畑

博

文

 

団
員　

河

井

伸

一

た
つ
の
市
消
防
団

 

分
団
長　

大

塚

忠

重

 

　

〃　
　

根

本

誠

二

 

　

〃　
　

室

井

政

則

加
東
市
消
防
団

 

分
団
長　

川

居

利

英

 

　

〃　
　

大

橋

睦

生

 

　

〃　
　

池　

田　
　
　

康

猪
名
川
町
消
防
団

 

副
分
団
長　

小　

林　
　
　

勉

多
可
町
消
防
団

 

副
団
長　

吉

川

和

利

 

　

〃　
　

丸

岡

雅

憲

 

　

〃　
　

植

山

保

信

播
磨
町
消
防
団

 

分
団
長　

藤

吉

桂

児

稲
美
町
消
防
団

 

分
団
長　

三

又

健

司

 

副
分
団
長　

前

田

義

昌

市
川
町
消
防
団

 

副
団
長　

中　

山　
　
　

晋

福
崎
町
消
防
団

 

副
団
長　

志

水

睦

規

 

　

〃　
　

後

藤

健

廣

神
河
町
消
防
団

 

副
団
長　

後

藤

大

作

太
子
町
消
防
団

 

分
団
長　

佐
々
木　
　

浩

上
郡
町
消
防
団

 

団
員　

松

田

道

憲

佐
用
町
消
防
団

 

分
団
長　

谷

口

貞

巳

 

　

〃　
　

藤

本

良

一

 

　

〃　
　

保

木

敏

弘

香
美
町
消
防
団

 

分
団
長　

山

崎

清

公

 

団
員　

今

井

寿

史

新
温
泉
町
消
防
団

 

副
団
長　

奈

良

義

孝

 

分
団
長　

西

垣

宏

一

勤
続
章

神
戸
市
中
央
消
防
団

 

副
団
長　

土

屋

雄

司

 

副
分
団
長　

高　

尾　
　
　

晃

 

団
員　

宮　

本　

吉
之
助

神
戸
市
兵
庫
消
防
団

 

副
団
長　

髙
口
信
善　
　

神
戸
市
北
消
防
団

 

副
団
長　

辻　
　
　

範　

行

 

〃　
　

坂

井

正

和

 

班
長　

上

田

誠

良

 

（
二
面
に
つ
づ
く
）

平
成
21
年
度

�

　

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

平成21年度日本消防協会定例表彰式
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佐
用
町
消
防
団

 

副
団
長　

岡

本

安

夫

 

班
長　

反

橋

宗

利

 

団
員　

岡

田

憲

明

 

　

〃　
　

清

水

義

信

 

　

〃　
　

殿
垣
内　

隆　

則

香
美
町
消
防
団

 

分
団
長　

福　

島　
　
　

勉

 

　

〃　
　

前　

田　
　
　

博

 

班
長　

藤

原

利

雄

 

団
員　

尾

崎

泰

則

 

　

〃　
　

毛

戸

浩

巳

 

　

〃　
　

細

川

龍

也

 

　

〃　
　

岸

本

文

雄

 

　

〃　
　

輪

違

雅

司

新
温
泉
町
消
防
団

 
分
団
長　

因

幡

幸

弘

 
部
長　

仲

村

千

昭

 

（
一
面
よ
り
つ
づ
き
）

 

団
員　

谷

口

貞

男

 
〃　
　

貝

原

義

博

 
〃　
　

芝　
　

寛　

治

 
〃　
　

丹

波

義

春

 

〃　
　

瀧

本

哲

郎

 

〃　
　

寺

西

博

人

 

〃　
　

梶　
　
　

好　

幸
 

〃　
　

久

保

嘉

明
 

〃　
　

増　

本　
　
　

修
 

〃　
　

岩

野

弘

明

 

〃　
　

飯

尾

秀

樹

神
戸
市
西
消
防
団

 

副
団
長　

穴

田

泰

久

 

団
員　

竹

内

和

明

 

〃　
　

中　

村　

廣　

晴

 

〃　
　

中

見

孝

司

神
戸
市
水
上
消
防
団

 

分
団
長　

丸

一

光

則

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

 

副
団
長　

奥　

見　
　
　

正

 

部
長　

北

川

公

一

 

〃　
　

小

林

利

亘

 

班
長　

石

原

康

司

 

〃　
　

金

田

好

弘

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

 

分
団
長　

森

下

英

樹

 

副
分
団
長　

東

元

正

彦

 

〃　
　

前

原

正

典

 

部
長　

中

塚

幸

雄

 

〃　
　

今

内

健

一

 

班
長　

﨑

谷

幸

安

 

〃　
　

幕

内

数

明

 

団
員　

岸

本

信

夫

 

〃　
　

寺　

田　
　
　

亨

姫
路
市
飾
磨
消
防
団

 

分
団
長　

正

木

敏

博

 

〃　
　

大

前

信

行

 

部
長　

菅

野

志

郎

 

班
長　

奥

村

清

和

姫
路
市
網
干
消
防
団

 

分
団
長　

原

田

良

人

 

〃　
　

玉　

谷　

音
二
郎

姫
路
市
家
島
町
消
防
団

 

分
団
長　

山

本

勝

正

 

〃　
　

中

村

國

彦

 

班
長　

橋　

野　

耕
次
郎

尼
崎
市
消
防
団

 

分
団
長　

吉

野

生

人

 

副
分
団
長　

小

原

光

司

 

部
長　

宮　
　
　

貞　

吉

 

団
員　

米

谷

勝

次

 

〃　
　

岡

口

雅

章

 

〃　
　

津

吉

一

夫

明
石
市
消
防
団

 

班
長　

田

中

道

雄

 

団
員　

木

下

良

行

西
宮
市
消
防
団

 

分
団
長　

松

井

俊

夫

 

副
分
団
長　

吉

井

幸

弘

 

班
長　

河

田

三

男

 

団
員　

中 

村　
　

均

洲
本
市
消
防
団

 

副
分
団
長　

中

野

久

史

 

部
長　

志

保

勝

則

 

団
員　

延

原

信

行

 

〃　
　

延

原

利

和

芦
屋
市
消
防
団

 

部
長　

山

村

悦

三

伊
丹
市
消
防
団 

 

団
員　

坂　

上　
　
　

明

 

〃　
　

増 

田　
　

平

相
生
市
消
防
団

 

分
団
長　

川

崎

茂

喜

 

副
分
団
長　

髙

田

雅

之

 

〃　
　

木

谷

正

博

 

班
長　

田

中

重

樹

 

〃　
　

釜

地

輝

一

 

〃　
　

田

中

雅

人

 

団
員　

平

岡

新

一

 

〃　
　

釜

地

正

樹

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

 

分
団
長　

細　

田　
　
　

優

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

 

副
分
団
長　

田

中

秀

樹

豊
岡
市
竹
野
消
防
団

 

副
分
団
長　

井　

原　

和
四
郎

豊
岡
市
出
石
消
防
団

 

分
団
長　

坂

本

伸

和

豊
岡
市
但
東
消
防
団

 

副
団
長　

宮

垣

博

文

 

〃　
　

桑　

田　
　
　

均

加
古
川
市
消
防
団

 

分
団
長　

樋　

口　
　
　

満

 

副
分
団
長　

澤　

田　
　
　

眞

 

班
長　

竹　

内　
　
　

均

 

団
員　

上

野

正

司

赤
穂
市
消
防
団

 

副
団
長　

井

筒

久

治

 

分
団
長　

本

田

守

弘

 

副
分
団
長　

河

原

智

士

 

〃　
　

三

上

悦

男

 

団
員　

若　

林　
　
　

功

 

〃　
　

大　

河　
　
　

優

三
木
市
消
防
団

 

団
員　

上

脇

康

宏

 

〃　
　

岸

本

孝

則

高
砂
市
消
防
団

 

副
分
団
長　

野
々
村　

桂　

亮

 

部
長　

沼

田

成

生

川
西
市
消
防
団

 

団
員　

小
我
野　

幸　

雄

 

〃　
　

奥

田

章

治

 

〃　
　

多

田

仁

三

三
田
市
消
防
団

 

分
団
長　

芝　
　
　

秀　

世

 

副
分
団
長　

東

良

容

二

 

団
員　

川

口

眞

一

篠
山
市
消
防
団

 

団
員　

森

本

一

郎

養
父
市
消
防
団

 

副
分
団
長　

西　

田　
　
　

毅

 

部
長　

髙

品

光

明

 

〃　
　

守

本

雅

一

 

班
長　

永

岡

鉄

男

 

団
員　

西

垣

良

康
 

〃　
　

米　

田　
　
　

稔
 

〃　
　

西

尾

重

樹

 

〃　
　

田

村

眞

治

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

 

団
員　

出

口

恵

一

 

〃　
　

井
手
坂　

為　

一

 

〃　
　

乙

井

健

治

 

〃　
　

南　
　
　

武　

志

 

〃　
　

前

木

秀

夫

朝
来
市
消
防
団

 

副
団
長　

尾

﨑

八

郎

 

副
分
団
長　

竹　

村　
　
　

剛

 

団
員　

山

本

幹

広

淡
路
市
消
防
団

 

副
団
長　

松

本

節

夫

 

分
団
長　

南　
　
　

卓　

見

 

班
長　

芝

山

一

樹

 

〃　
　

恵

見

一

則

 

団
員　

篠

原

弘

一

 

〃　
　

坂　

恵　
　
　

司

 

〃　
　

森

本

吉

一

た
つ
の
市
消
防
団

 

副
団
長　

武　

内　

憲　

成

 

分
団
長　

満

田

邦

弘

 

〃　
　

根

本

誠

二

 

〃　
　

山

田

好

則

 

〃　
　

平

野

正

明

 

〃　
　

室

井

政

則

 

〃　
　

三

浦

堅

一

 

副
分
団
長　

内

匠

秀

門

 

〃　
　

内

海

初

男

 

〃　
　

竹

内

吉

治

 

〃　
　

嶋

津

伸

幸

 

〃　
　

幸

内

敏

夫

 

〃　
　

瀬

川

茂

行

 

〃　
　

山

田

栄

一

 

〃　
　

前

田

佳

稔

 

〃　
　

池

田

洋

一

 

〃　
　

谷

口

明

義

 

部
長　

石

田

邦

彦

 

〃　
　

下　

村　
　
　

正

 

〃　
　

瀬

川

正

史

 

班
長　

平

岡

和

彦

 

〃　
　

藤

井

一

重

 

〃　
　

出

羽

哲

英

 

〃　
　

苗

村

義

弘

 

〃　
　

岩

田

訓

重

 

〃　
　

尾

西

正

行

 

団
員　

大

磯

耕

一

 

〃　
　

直

田

眞

秀

 

〃　
　

谷　

口　
　
　

龍

 

〃　
　

鳴

瀬

勝

泰

 

〃　
　

西　

村　
　
　

肇

 
　

〃　
　

笹

山

公

雄

 

　

〃　
　

上

田

忠

良

 

　

〃　
　

岸　

本　
　
　

敏

猪
名
川
町
消
防
団

 

副
分
団
長　

井　

谷　
　
　

守

 

団
員　

谷

本

光

生
 

　

〃　
　

井

上

明

広
 

　

〃　
　

北

中

浩

治

稲
美
町
消
防
団

 

副
団
長　

丸

山

勝

正

 

副
分
団
長　

加

古

和

也

太
子
町
消
防
団

 

団
員　

大　

西　
　
　

康

上
郡
町
消
防
団

 

団
員　

松

田

道

憲

　

長
尾
支
団
の
管
轄
地
域
は
、
神
戸

市
最
北
部
に
位
置
す
る
北
区
長
尾
町

と
そ
の
南
か
ら
西
側
に
開
か
れ
た
神

戸
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
鹿
の
子
台
、

上
津
台
、
赤
松
台
）
で
、
の
ど
か
な

田
園
地
域
と
大
規
模
な
商
業
施
設
や

企
業
施
設
な
ど
も
入
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
域
に
ま
た
が
り
ま
す
。

　

長
尾
支
団
で
は
、「
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
は
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
」
の
考
え
を
活
動

の
基
本
と
し
て
、
出
動
に
備
え
て
の

訓
練
、
研
修
に
励
む
一
方
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
の
一
翼

を
担
い
、
災
害
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
代
表
的
な
活
動
事
例
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
地
域
情
報
の
発
信

で
す
。

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
伴
い
、

新
旧
住
民
の
混
住
化
が
進
み
、
住
民

同
士
の
交
流
機
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
自
主
防
災
組
織
「
長
尾
防
災
福

祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
参
画
も
得
て
、

平
成
一
六
年
四
月
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
長
尾
ど
っ
と
ね
っ
と
」
を
開
設
。

防
災
情
報
と
意
識
の
共
有
化
を
図
る

と
と
も
に
、
活
動
へ
の
理
解
と
参
加

の
拡
大
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
防
災

情
報
や
活
動
紹
介
に
偏
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
日
常
を
紹

介
し
た
り
、
く
ら
し
の
情
報
な
ど
も

併
せ
て
発
信
し
て
お
り
、「
消
防
団

員
が
つ
く
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
イ
ト
」
と
し
て
、
地
域
の

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
定
着
し
て

き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域

か
ら
も
入
団
照
会
や
訓
練
指
導
の
要

請
を
受
け
る
な
ど
、
具
体
的
な
反
響

も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
サ
ー
バ
ー
の
余
剰
ス

ペ
ー
ス
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
も
利
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、「
長

尾
ど
っ
と
ね
っ
と
」
を
核
に
し
た
新

た
な
交
流
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
尾
支
団
と
し
て
近

年
と
く
に
力
を
注
い
で
い
る
活
動

が
、「
市
民
救
命
士
講
習
会
」
の
実

施
で
す
。

　

講
習
会
で
は
、
単
に
技
術
指
導
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
直
接
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
団
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
い

機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
六
月
、
消
防
職
員
等
の
立
ち

会
い
が
な
く
て
も
講
習
会
の
実
施
、

受
講
修
了
証
の
発
行
が
出
来
る
神
戸

市
の
「
民
間
救
急
講
習
団
体
」
に
認

定
登
録
さ
れ
た
の
を
機
に
、今
後
は
、

長
尾
支
団
主
催
に
よ
る
講
習
会
を
定

期
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
受
講
機
会
を
さ
ら
に
増
や

し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
他
団
体
と
の
連
携
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
深

め
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

「
地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
団
活
動
」

神
戸
市
北
消
防
団
長
尾
支
団
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多
可
町
は
兵
庫
県
の
内
陸
部
に
位

置
し
、
周
囲
を
中
国
山
地
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
多
自
然
居
住
の
町
で
す
。

気
候
は
、
瀬
戸
内
気
候
の
影
響
を
受

け
て
穏
や
か
で
す
が
、
町
の
北
部
一

帯
は
内
陸
性
気
候
の
影
響
を
大
き
く

受
け
、
か
な
り
寒
暖
の
差
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
一
七
年
一
一
月
、
多
可
郡
内

の
三
町
（
中
町
・
加
美
町
・
八
千
代

町
）
が
合
併
し
多
可
町
が
誕
生
し
た

こ
と
に
伴
い
、
消
防
団
も
多
可
郡
の

三
消
防
団
が
統
合
さ
れ
多
可
町
消
防

団
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

多
可
町
消
防
団
は
、
一
四
分
団

六
七
部
、
団
員
数
一
、二
〇
一
名
で

多
可
町
内
約
二
四
、〇
〇
〇
名
の
住

民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

多
可
町
消
防
団
で
は
、
平
成
二
一

年
一
〇
月
一
八
日
（
日
）
多
可
町

八
千
代
区
に
あ
る
ガ
ル
テ
ン
八
千
代

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
多
可
町
消

防
団
長
査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
消
防
団
長
査
察
は
、
合
併
以

前
に
は
多
可
郡
の
四
消
防
団
で
結
成

す
る
多
可
郡
消
防
協
会
が
、
多
可
郡

消
防
協
会
長
査
察
と
し
て
隔
年
で
全

国
消
防
操
法
大
会
の
な
い
年
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
合
併
を

機
に
一
時
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
六
年
ぶ
り
に
消
防
団
長
査
察

と
し
て
復
活
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
も
と
、
多
数
の

来
賓
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
八
千
代

区
の
団
員
約
三
〇
〇
名
に
よ
る
分
列

行
進
・
車
両
行
進
、
観
閲
、
小
隊
訓

練
、
婦
人
防
火
協
力
員
に
よ
る
初
期

消
火
訓
練
、
消
防
署
と
の
合
同
で
の

建
物
火
災
を
想
定
し
た
救
急
救
助
・

消
防
訓
練
を
実
施
し
、
ま
た
、
八
千

代
北
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
演
奏

で
会
場
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

特
に
小
隊
訓
練
で
は
、
精
鋭
三
〇

　

兵
庫
県
の
最
北
西
端
に
位
置
す
る

新
温
泉
町
は
、
平
成
一
七
年
一
〇
月

に
合
併
し
た
風
光
明
媚
な
海
・
山
の

自
然
と
温
泉
を
有
す
る
町
で
す
。

　

新
温
泉
町
消
防
団
は
二
一
分
団
、

七
四
九
人
の
団
員
で
地
域
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

西
岡
団
長
は
昭
和
四
四
年
に
旧
浜

坂
町
消
防
団
に
入
団
し
、
様
々
な
水

火
災
に
出
動
し
て
活
躍
さ
れ
、
副
団

長
（
平
成
二
年
四
月
〜
）
を
経
て
平

成
二
〇
年
一
二
月
に
団
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

温
厚
誠
実
、
気
さ
く
で
と
て
も
優

し
い
団
長
で
す
。
穏
や
か
な
中
に
も

厳
し
さ
を
持
ち
、
団
員
の
規
律
や
訓

練
に
お
い
て
は
特
に
厳
し
く
、
消
防

団
員
と
し
て
誇
り
と
絆
を
大
切
に
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

団
長
は
お
酒
が
好
き
で
、
殊
に
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
が
大
好
き
で
す
。
ど
ん

な
席
で
も
他
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ー
ル
は

飲
ま
な
い
と
い
う
徹
底
ぶ
り
は
と
て

も
有
名
で
す
。

　

団
長
は
団
員
歴
四
〇
年
の
根
っ
か

ら
の
消
防
人
で
す
。
火
災
の
際
に
は

ど
こ
に
い
て
も
直
ぐ
に
駆
け
つ
け
、

消
火
活
動
に
全
力
を
注
が
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
新
温
泉
町
で
は
建
物
や

山
林
の
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
西
岡
団
長
の
指
揮
で
迅

速
な
消
火
活
動
を
行
い
、
い
ず
れ
も

最
小
限
の
被
害
に
止
め
て
い
ま
す
。

　

平
素
か
ら
消
防
団
の
活
動
が
し
や

す
い
よ
う
に
と
関
係
団
体
と
の
調
整

に
奔
走
し
、
機
械
器
具
の
更
新
や
消

防
設
備
の
充
実
に
つ
い
て
も
積
極
的

　

養
父
市
は
県
内
で
も
北
部
、
但
馬

地
域
の
中
央
に
位
置
す
る
旧
養
父

郡
四
町
（
八
鹿
町
、
養
父
町
、
大

屋
町
、
関
宮
町
）
が
平
成
一
六
年

に
合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
、
人

口
は
約
二
八
、〇
〇
〇
人
、
面
積
は

四
百
二
二
・
七
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

　

我
が
播
磨
町
は
古
く
は
一
寒
村
、

四
ケ
寺
、
三
〇
戸
で
、
主
に
農
漁
業

の
村
で
し
た
。
明
治
四
〇
年
に
阿
閇

消
防
組
と
し
て
発
足
、
の
ち
警
防
団

と
改
称
。
昭
和
二
二
年
、
阿
閇
村
消

防
団
と
な
り
、
一
団
一
一
分
団
、
団

員
三
五
五
名
で
し
た
。
昭
和
三
七
年

の
町
制
施
行
に
よ
り
県
内
最
後
の

村
「
阿
閇
村
」
は
「
播
磨
町
」
と
改

称
さ
れ
「
播
磨
町
消
防
団
」
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
平
成
一
八
年
に

女
性
分
団
を
新
設
し
、
一
団
一
二
分

団
、
団
員
三
六
五
名
で
組
織
し
て
い

の
人
口
密
度
に
換
算
す
る
と
六
六
人

と
な
り
ま
す
。

　

特
に
私
が
方
面
隊
長
を
務
め
る
大

屋
地
域
に
お
い
て
は
、
広
大
な
山
間

部
に
集
落
が
点
在
す
る
い
わ
ゆ
る
過

疎
地
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
、
各
分
団

の
管
轄
す
る
地
域
は
広
く
、
地
元
で

の
就
業
者
が
少
な
い
た
め
日
中
の

活
動
人
員
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ

る
慢
性
的
な
団
員
不
足
は
深
刻
な
状

況
で
、
新
入
団
員
の
確
保
も
難
し
く

年
々
団
員
数
が
減
る
一
方
で
、
団
員

の
高
齢
化
が
進
み
地
域
の
安
全
と
安

心
を
担
っ
て
い
る
消
防
団
と
し
て

は
、
非
常
に
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
が
消
防

団
に
入
団
し
た
昭
和
五
一
年
当
時

（
旧
大
屋
町
消
防
団
）
は
、
地
区
内

に
設
置
さ
れ
た
消
火
栓
の
数
も
少
な

く
、
現
在
の
よ
う
に
消
防
車
輌
は
自

動
車
で
は
な
く
、
手
引
き
の
台
車
に

旧
型
の
ポ
ン
プ
を
乗
せ
た
も
の
が
主

流
で
、
近
年
の
ポ
ン
プ
を
始
め
と
す

る
ホ
ー
ス
や
筒
先
な
ど
の
備
品
の
著

し
い
ハ
イ
テ
ク
化
・
軽
量
化
に
は
驚

か
さ
れ
る
反
面
、
古
く
使
い
勝
手
の

悪
か
っ
た
備
品
で
消
防
活
動
を
し
て

い
た
若
き
日
の
記
憶
は
、
ど
こ
か
活

気
に
溢
れ
、
苦
し
い
中
に
も
喜
び
や

楽
し
み
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

地
域
力
の
低
下
が
叫
ば
れ
る
こ
の

時
代
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
団
員
で

い
か
に
し
て
火
災
や
災
害
の
脅
威
か

ら
地
域
を
守
る
か
、
過
疎
地
域
に
お

け
る
消
防
団
員
の
背
中
に
は
、
昔
で

は
考
え
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
大
き

な
期
待
と
重
圧
が
の
し
掛
か
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

ま
す
。

　

私
の
入
団
は
浅
く
六
年
目
で
す

が
、
消
防
歴
は
長
く
四
七
年
に
な
り

ま
す
。
昭
和
三
五
年
頃
は
消
防
自
動

車
の
起
動
も
キ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ル
を

使
っ
て
お
り
、
消
防
車
の
座
席
も
分

隊
長
と
機
械
員
の
二
つ
の
み
で
、
隊

員
は
後
方
及
び
横
面
の
ス
テ
ッ
プ
に

刺
し
子
を
持
っ
て
乗
車
し
、
着
装
し

な
が
ら
火
災
現
場
に
急
行
。
サ
イ
レ

ン
や
鐘
も
ロ
ー
プ
と
ハ
ン
ド
ル
を

使
っ
た
手
動
で
鳴
ら
し
、
交
差
点
の

一
時
停
止
等
、
ほ
と
ん
ど
無
し
で
走

れ
た
時
代
で
し
た
。

　

今
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

一
五
年
目
の
節
目
の
年
で
す
。
死

者
六
、四
三
四
人
、
全
半
壊
家
屋

二
四
九
、一
八
〇
棟
、
焼
失
家
屋

七
、四
八
三
棟
と
い
う
人
知
を
超
え

る
大
自
然
の
力
に
慄
然
と
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
こ
の
震
災
の
体
験
か

ら
多
く
の
教
訓
を
学
び
ま
し
た
。
一

つ
は
初
動
体
制
の
重
要
性
で
す
。
常

備
消
防
の
駆
け
つ
け
時
間
に
も
限
度

が
あ
り
、
災
害
発
生
時
は
家
族
や
近

隣
住
民
の
人
達
が
地
域
防
災
力
の
要

と
な
り
ま
す
。
人
命
救
助
や
消
火
活

動
は
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
情
報
収
集
が
大
切
で
す
。

　

二
つ
目
は
訓
練
の
大
切
さ
。
有
事

の
際
の
即
戦
力
と
体
制
作
り
に
は
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
「
常
に
危
機
感

を
持
っ
て
の
訓
練
参
加
姿
勢
」
や
消

防
団
の
日
頃
の
訓
練
と
使
命
感
が
重

要
で
す
。

　

さ
て
、
私
達
消
防
団
は
住
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
こ
と
が
使
命
で
す
。
近
年
私
達
を

取
り
巻
く
状
勢
は
大
変
厳
し
く
幾
多

の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
住
民
の
安
全

安
心
や
活
気
の
あ
る
町
づ
く
り
に
尚

一
層
の
努
力
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
防
災
の

要
と
な
る
消
防
団
を
目
指
し
、
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
消
防
団
作
り
に
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

名
が
各
個
訓
練
、
通
常
点
検
、
行
進

間
に
お
け
る
方
向
変
換
及
び
隊
形
変

換
等
の
動
作
を
見
事
に
披
露
し
、
会

場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
起
こ
り
ま
し

た
。
小
隊
訓
練
を
し
た
三
〇
名
は
、

約
三
ヶ
月
に
わ
た
り
休
日
や
各
自
の

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
の
夜
間
に
訓
練

を
積
み
重
ね
て
い
ま
し
た
。
隊
員
に

と
っ
て
は
こ
の
大
舞
台
で
訓
練
の
成

果
が
出
た
こ
と
が
大
き
な
自
信
と
な

り
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に
も
多
大

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
会
場
に
は
隊
員
の
家
族

も
来
て
お
り
、
夫
や
父
親
の
勇
姿
を

見
て
、
普
段
何
気
な
し
に
感
じ
て
い

た
消
防
団
活
動
が
少
し
身
近
な
も
の

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る

局
地
的
集
中
豪
雨
等
、
以
前
で
は
考

え
に
く
い
よ
う
な
災
害
が
各
地
で
多

発
し
て
お
り
、
ま
た
、
近
い
将
来
大

地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
る

中
、
消
防
団
は
地
域
の
安
全
安
心
の

要
と
い
え
る
存
在
で
あ
り
、
地
域
住

民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
べ
き

存
在
で
す
。

　

我
々
多
可
町
消
防
団
は
、
今
後
も

訓
練
を
積
み
重
ね
、
全
団
員
が
一
致

団
結
し
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心
を

守
る
た
め
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

に
町
当
局
に
進
言
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
消
防
車
両
・
防
火
水
槽
を
大

幅
に
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
訓
練
や
式
典
に
つ
い
て

も
、
団
員
意
見
を
大
切
に
さ
れ
て
お

り
、
消
防
団
の
伝
統
を
大
切
に
し
な

が
ら
も
団
員
の
た
め
に
新
し
い
試
み

の
採
用
や
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

団
長
は
新
温
泉
町
防
犯
協
会
の
会

長
も
務
め
て
お
ら
れ
、
地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
の
た
め
に
多
忙
な
毎
日

を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

優
し
く
て
、
行
動
力
の
あ
る
団
長

を
団
員
は
尊
敬
し
頼
も
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
西
岡
団
長
を
中
心

に
、
町
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
っ
て

い
き
ま
す
。

 

多
可
町
消
防
団
長
査
察
を
実
施

多
可
町
消
防
団

○166

「
西
岡
団
長
を
中
心
に
」

新
温
泉
町
消
防
団　
　
　
　

西
岡　

安
雄　
団
長

�

「
消
防
団
今
昔
」

　
　

播
磨
町
消
防
団
団
長

田
中　

廣
治

 
「
過
疎
地
域
に
お
け
る

 

消
防
団
と
は
」

　
　

養
父
市
消
防
団
副
団
長

上
垣　

政
雄

団旗並びに部旗の入場

消防団・消防署合同消防訓練
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立
春
と
は
い
う
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
肌
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
平
成
二
一
年

度
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
に
つ
い

て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各

地
区
よ
り
多
数
寄
稿
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
事
が
起
こ
り

や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
暖
房
等

の
火
の
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に

注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　

遥
か
万
葉
の
時
代
よ
り
朝
廷
に
食

物
を
献
上
し
て
い
た
「
御
食
国
（
み

け
つ
く
に
）」
淡
路
島
。
幾
世
紀
を

経
た
現
代
、
わ
が
国
の
食
料
自
給
率

が
わ
ず
か
四
〇
％
で
あ
る
中
、
淡
路

島
の
食
料
自
給
率
は
一
〇
七
％
を
誇

り
、
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た

淡
路
島
の
食
材
た
ち
は
、
今
も
な
お

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

淡
路
島
が
遥
か
万
葉
の
時
代
か
ら
現

在
ま
で
培
っ
て
き
た
「
食
の
系
譜
」、

こ
れ
を
活
か
し
た
新
た
な
取
り
組
み

が
淡
路
全
島
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
淡
路
島
ぬ
ー
ど
る
」
は
じ
め
ま
し

た
。

　

淡
路
島
特
産
の
手
延
べ
そ
う
め
ん

を
改
良
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
麺
と
タ
マ

ネ
ギ
を
使
う
こ
と
を
条
件
と
し
た

「
淡
路
島
ぬ
ー
ど
る
」
の
販
売
が
、

一
月
二
二
日
か
ら
淡
路
島
内
三
三
の

飲
食
店
や
ホ
テ
ル
で
一
斉
に
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
炭
火
で
焼
い
た
淡
路
穴

子
を
丸
々
一
本
使
っ
た「
ぬ
ー
ど
る
」

や
鯛
で
だ
し
を
と
っ
た
濃
厚
ス
ー
プ

の
つ
け
麺
、
淡
路
牛
と
イ
ノ
ブ
タ
の

ミ
ン
チ
を
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
と
し
て

使
っ
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ど
、
各
販
売

店
の
工
夫
と
思
い
が
詰
ま
っ
た
様
々

な
「
ぬ
ー
ど
る
」
が
楽
し
め
ま
す
。

「
淡
路
島
牛
丼
」
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
「
島
の
旨
い
が
始
ま
る
」
と
題
し

て
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
日
に
ス

タ
ー
ト
し
た
淡
路
島
牛
丼
、
ス
タ
ー

ト
直
後
か
ら
各
方
面
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
開
始
か
ら
一
年
が
過
ぎ
た
現
在

も
多
く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
、
徐
々
に
淡
路
島
の
定
番

メ
ニ
ュ
ー
（
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
）
と
し

　

私
が
住
む
加
東
市
黒
谷
は
東
条
湖

の
下
流
に
有
り
、
大
自
然
に
囲
ま
れ

た
地
域
で
す
。

　

そ
の
自
然
を
利
用
し
て
別
荘
や
商

業
施
設
が
建
っ
て
お
り
、
多
く
の
人

が
集
ま
る
為
、
消
防
団
の
役
割
は
よ

り
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
地
区
で
も

消
防
団
員
の
確
保
は
年
々
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
私
が
入
団
し
た
三
年

前
か
ら
新
人
団
員
は
い
な
い
状
況
で

す
。

　

昨
年
七
月
に
、“
喫
茶
黒
谷
”
と

い
う
老
若
男
女
問
わ
ず
集
ま
る
行
事

の
催
し
を
頼
ま
れ
、
地
区
の
皆
さ
ん

に
今
一
度
消
防
団
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
と
い
う
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
時
の
内
容
の
ひ
と
つ
で
、
小

型
ポ
ン
プ
を
使
い
放
水
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

団
員
が
補
助
を
し
て
筒
先
を
大
人

の
方
に
少
し
の
間
持
っ
て
頂
い
た
の

　

私
は
、
平
成
二
〇
年
に
洲
本
市
消

防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
消
防
団
の

存
在
に
つ
い
て
は
、
入
団
以
前
か
ら

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
自
分

が
入
団
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
入
団
す
る
き
っ
か
け
は

地
元
の
先
輩
か
ら
入
団
の
誘
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

入
団
し
て
す
ぐ
に
分
団
長
か
ら
、

洲
本
市
消
防
操
法
大
会
へ
出
場
し
て

み
な
い
か
と
の
誘
い
が
あ
り
、私
は
、

入
団
し
た
も
の
の
消
防
団
の
活
動
に

つ
い
て
全
く
知
識
が
な
く
、
実
際
の

火
災
現
場
で
ど
の
よ
う
に
消
火
活
動

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
操
法
大
会
は
良
い
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

大
会
へ
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
大
会
の
二
ヶ
月
程
前
か
ら
練
習

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
最
初
の
練
習

で
は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
顔
と
名

前
を
覚
え
る
く
ら
い
が
精
一
杯
で
、

整
列
の
仕
方
や
ホ
ー
ス
の
伸
ば
し
方

な
ど
、
一
通
り
教
え
て
頂
き
ま
し
た

が
全
く
覚
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。練
習
は
週
に
二
回
程
あ
り
、

仕
事
終
わ
り
に
練
習
を
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
ホ
ー
ス
を
担
い
で
の
全

力
疾
走
や
、
放
水
時
の
水
圧
に
耐
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
体
力
的

に
も
精
神
的
に
も
非
常
に
大
変
で
し

た
。
で
す
が
、
最
初
は
た
だ
た
だ
苦

痛
で
し
か
な
か
っ
た
練
習
が
、
回
数

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
動
作
の
仕
方
も

徐
々
に
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
次
は
も
っ
と
早
く
、
も
っ
と
機
敏

に
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
練
習
が

楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
会
本
番
は
、
他
の
チ
ー
ム
が
完

璧
に
動
作
を
こ
な
し
て
い
く
姿
や
、

大
勢
の
人
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
萎
縮
し
て
し
ま

い
、
練
習
で
は
出
来
て
い
た
こ
と
が

思
う
よ
う
に
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

案
の
定
、
私
の
チ
ー
ム
は
良
い
結
果

を
残
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
非
常
に
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、

そ
の
よ
う
な
姿
を
見
て
分
団
長
が
私

に
「
入
団
し
て
間
も
な
い
の
に
、
こ

こ
ま
で
出
来
た
の
は
す
ご
い
。
今
回

は
基
本
動
作
を
覚
え
ら
れ
た
と
思
え

ば
そ
れ
で
十
分
。」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て

二
ヶ
月
間
頑
張
っ
た
こ
と
は
無
駄
で

は
無
か
っ
た
の
だ
と
実
感
で
き
ま
し

た
。

　

大
会
後
は
、
幸
い
に
も
出
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
火
災
等
は

な
く
、
私
は
未
だ
実
際
に
消
火
活
動

を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
の
消
火
活
動
は
操
法
大
会
の
よ
う

に
決
め
ら
れ
た
動
き
を
す
れ
ば
良
い

と
い
う
こ
と
は
な
く
、
臨
機
応
変
に

動
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
戸
惑
う
こ

と
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
操
法

大
会
で
身
に
つ
け
た
基
本
動
作
を
忘

で
す
が
、
凄
い
圧
力
に
驚
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
火
器
の
使
い
方
の
説
明

も
し
ま
し
た
。
女
性
や
子
供
を
含
め

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
に
水
消
火
器
で

の
噴
射
を
体
験
し
て
も
ら
え
ま
し

た
。

　

消
防
車
と
の
記
念
撮
影
や
ダ
ー
ツ

ゲ
ー
ム
な
ど
も
交
え
、
と
て
も
良
い

交
流
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

消
防
団
は
火
事
の
時
だ
け
出
動
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
祭
り
の
警

備
や
地
域
の
見
廻
り
、
災
害
が
起

こ
っ
た
時
と
い
っ
た
住
民
の
方
の
安

全
、
安
心
に
は
ま
さ
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
他
の
地
域
か
ら
移
り
住
ん

だ
方
で
も
、
消
防
団
に
入
る
こ
と
で

活
動
を
通
し
て
顔
を
覚
え
て
も
ら
え

る
、
単
純
に
し
て
素
晴
ら
し
い
活
動

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
自
身
、
同
じ
旧
東
条
町
の
出
身

で
、
子
供
の
頃
か
ら
こ
う
い
っ
た
活

動
を
見
て
い
ま
し
た
の
で
、
違
和
感

な
く
入
団
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
し
て
消
防

団
を
知
っ
て
も
ら
う
と
言
う
こ
と

が
、
と
て
も
大
事
だ
と
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

　

地
区
の
子
供
た
ち
が
大
き
く
な
っ

た
時
、
団
員
に
加
わ
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の

方
々
の
消
防
団
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
ず
、
自
分
の
住
む
町
の
た
め
に
消

防
団
の
一
員
と
し
て
活
動
に
従
事
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
御
食
国
淡
路
島
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新
た
な
食
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「
消
防
操
法
に
学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　

洲
本
市
消
防
団

　
　
　
　

由
良
上
灘
分
団

相
田　

浩
希

て
の
定
着
も
図
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。
淡
路
島
牛
丼（
淡
牛
・
あ
わ
ぎ
ゅ

う
）
は
、
日
本
一
の
味
と
い
わ
れ
る

淡
路
島
の
「
た
ま
ね
ぎ
」、
日
本
を

代
表
す
る
神
戸
牛
や
松
坂
牛
の
素
牛

で
あ
り
、
そ
の
歴
史
、
品
質
と
も
に

最
上
級
を
誇
る
「
淡
路
牛
」、
淡
路

島
の
豊
か
な
自
然
と
水
、
そ
し
て
き

れ
い
な
空
気
が
育
ん
だ
古
来
よ
り
良

質
米
と
し
て
知
ら
れ
る
「
淡
路
米
」

と
い
っ
た
淡
路
島
が
誇
る
こ
だ
わ
り

の
食
材
を
使
用
し
た
牛
丼
で
、
淡
路

島
内
の
五
二
店
舗
が
参
加
し
、
個
性

溢
れ
る
牛
丼
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

淡
路
花
博
二
〇
一
〇
「
花
み
ど
り

フ
ェ
ア
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
際
園
芸
・
造
園
博
「
ジ
ャ
パ

ン
フ
ロ
ー
ラ
二
〇
〇
〇
」（
淡
路
花

博
）
の
開
催
か
ら
一
〇
年
の
節
目
と

し
て
、
人
と
自
然
の
新
た
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
花

み
ど
り
フ
ェ
ア
」
が
三
月
二
〇
日
〜

五
月
三
〇
日
の
七
二
日
間
開
催
さ
れ

ま
す
。

http://www.hyogoshoubou.jp/

1番員で出場した平成20年洲本市大会

淡路島牛丼


